
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿
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単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長　

各
位　

 

　

町
か
ら
の
補
助
金
は
５
月
末
日
迄
に
振
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

通
帳
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

町
老
連
の
分
担
金
を
左
記
に
よ
り
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

一
、納 

入 

額　

    

六
，〇
〇
〇
円

二
、納
入
期
日　

     

６
月
10
日
㈬
ま
で

三
、納
入
場
所　

 

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

温
泉
窓
口 

　
　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

社
協
窓
口

老
連
分
担
金 

納
入
の
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　

委　

嘱　

状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘　

山　
　

新　

一　

殿

　

（
委
嘱
内
容
）

　

令
和
２
年
度
青
森
県
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
先
生
に
委
嘱
す
る

　

活
動
区
域
は
、
弘
前
警
察
署
管
内
と
す
る

　

 

委
嘱
期
間

　

令
和
２
年
４
月
９
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　

弘 

前 

警 

察 

署 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

警 

視　
　

 

小
田
桐　

勝
行

　

藤
崎
町
で 

人
身
事
故 

異
常
発
生 

県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位　

　

新
聞
に
も
載
り
ま
し
た
が
昨
年
、
町
内
で
発
生
し
た
人
身
事

故
の
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
、64
件
（
前
年
比
＋
22
件
）
で
し
た
。

こ
れ
は
、
人
口
１
万
人
当
た
り
の
発
生
件
数
で
は
、
県
内
市
町
村

ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

◎
多
発
場
所
及
び
多
発
時
間
帯

 　

特
徴
は
幹
線
道
路
の
交
差
点
付
近
で
多
く
発
生
し
、
事
故
の
形

態
は
、
漫
然
運
転

4

4

4

4

に
よ
る
追
突
4

4

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
追
突

3

3

さ
れ
な
い
運
転

3

3

3

3

3

3

に
心
が
け
る
事
も
必
要
と
の
事
で
し
た
。

  

町
内
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
映

　

像
に
よ
り
万
引
き
や
置
き
引

き
な
ど
の
窃
盗
犯
が
５
人
も
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
パ
チ
ン
コ
店
は
勿
論
、
ス
ー
パ
ー
等
の
商
店

の
殆
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
に
は
固
定
カ
メ
ラ

や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
な
ど
に
よ
り
見
守
ら
れ
て
居
る
と
言
っ
て

も
良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　

　
〝
人
が
居
な
い
と
思
っ
て
も
誰
か
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
〟

コ
ロ
ナ
給
付
金
を
か
た
る
便
乗
詐
欺

県
内
で
は
、
10
万
円
給
付
の
申
請
代
行
を
か
た
る
電
話
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
、
詐
欺
か
と
思

わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
例
①　

80
歳
以
上
の
方
は
60
万
円
以
上
の
給
付
金
が
出
ま
す
。

　
　
　
　

キ
ヤ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
準
備
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

事
例
②　

自
動
電
話
で
「
給
付
金
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
…
」　

　
　
　
　
「
10
万
円
給
付
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
…
」

　
「
電
話
の
案
内
に
従
っ
て
…
」
な
ど
、
お
金
の
得
す
る
話
・
便

利
な
話
等
を
受
け
て
も
，
そ
の
場
で
応
じ
ず
、
必
ず
家
族
や
警
察

に
教
え
て
下
さ
い
。

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
?

令
和
２
年
度
の
行
事
計
画
は
、
４
月
28
日
の
総
会
に
提
案
し
、

審
議
し
承
認
を
頂
く
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
総
会
は
中
止
し
、
理
事
会
で
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
事
も
例
年
通
り
５
月
の「
春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
に
「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

緊
急
事
態
」
が
発
出
さ
れ
、
青
森
県
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を

５
月
の
連
休
明
け
ま
で
自
粛
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青

森
県
は
幸
い
に
も
感
染
者
発
生
が
な
く
、
緊
急
事
態
が
解
除
さ
れ

 

女
性
部
長
・
若
手
委
員
長
・
広
報
委
員
長
・
専
門
部
長　

各
位

　

町
老
連
か
ら
の
補
助
金
を
左
記
の
と
お
り
配
布
致
し
ま
す
。

一
、
受 

渡 

日　

６
月
11
日
㈭　

９
時
か
ら
10
時
ま
で 

二
、
受
渡
場
所　

町
老
連
事
務
室
（
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

三
，
そ 

の 

他
、

　

①
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　

②
総
会
資
料
の
未
提
出
の
専
門
部
は
、
持
参
し
て
下
さ
い
。

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
は
油
断
す

る
こ
と
な
く
、
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
、
三
つ
の
「
密
」（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）
を
避
け
て
の
日
常
生
活
を
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
老
連
と
し

て
も
、
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
慮

し
、
少
な
く
と
も
８
月
ま
で
の
行
事
は
、
中
止
・
延
期
す
る
こ
と

が
賢
明
で
あ
る
と
決
断
し
ま
し
た
。

た
だ
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
や
専
門
部
会
で
の
少
人
数
の
小
規
模
な

行
事
、
活
動
等
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社

会
的
距
離
）を
と
り
、「
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
る
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
こ

ま
め
な
手
洗
い
の
励
行
・
消
毒
」「
う
が
い
の
励
行
」
な
ど
の
対

策
を
十
分
に
心
懸
け
て
、
少
し
ず
つ
進
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す
。
行
政
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の

情
報
に
注
目
し
、
一
人
ひ
と
り
の
対
策
が
流
行
を
阻
止
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
早
期
に
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
皆
さ
ん
と

笑
顔
で
再
開
し
、
町
老
連
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
が
見
て
い
る

６　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月 芸能部 12:00

2 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30
役員会 10：00

3 水
4 木 囲碁・将棋部 12:30
5 金
6 土
７ 日

8 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

9 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

10 水 茶道部 13:00
11 木 囲碁・将棋部 12:30
12 金
13 土
14 日
15 月 芸能部 12:00

16 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

17 水

18 木
囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

19 金
20 土
21 日

22 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

23 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

24 水 茶道部 13:00
25 木 囲碁・将棋部 12:30
26 金
27 土
28 日

29 月
芸能部 12:00
【白寿】配布日 17時以降

30 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

月 日 事　業　名 事　業　内　容

4

6 監査会 令和元年度収支決算の監査

18

23-24

第 1 回理事会（中止）

会計記入等相談会

令和元年度事業報告・収支決算

令和２年度事業計画・収支予算（案）

補助金申請書等

28 総会（中止）
令和元年度事業報告・収支決算

令和２年度事業計画・収支予算（案）

5
未定

27

ウオーキング（延期） 未定

チャレンジデー（中止）藤崎町（各スポーツ・健康チェック等）

6
2

11

交通生活安全防犯教室
　（延期） 弘前警察署員講話

グラウンド・ゴルフ大会
　（延期） 会長杯

7

10 会長杯ペタンク大会
　（延期） 単位クラブ・専門部対抗

16-17 東北ブロックリーダー研修会
　( 中止） 県老連・リーダー研修会　仙台・秋保温泉

28 体力測定・軽スポーツ
　（延期） 体力測定と軽スポーツ講習会

未定 男の料理教室（延期） ホテルシェフによる料理教室

8 22 トランプ大会（中止） 夏季大会　会長杯

9

5 理事会（第 2 回） 各種行事．事業計画．健老の集い

12 長寿顕彰・健老の集い 長寿顕彰式．健老の集い

29 県老連顕彰・芸能発表会 県老連表彰式・芸能発表会

10 14 役員研修会 未定（役員・理事・専門部長等）

12 18 中南郡芸能発表会 藤崎文化センター

1 15 新年研修会 町長講話・受賞祝賀会（文化センター）

2
20 トランプ大会 冬季大会　会長杯

未定 昔の遊び（町内小学校）対象 1．2 年生　遊び 6 種目

その他事業内容

※　各月 1 回　　役員会・広報委員会及び白寿印刷

※　中南郡老連行事（スポーツ交流会、芸能発表会）

※　県老連 高齢者相互支援推進啓発事業（主管　藤崎町老連）

令
和
２
年
度 
町
老
連
行
事
計
画
に
つ
い
て

町
老
連
か
ら
の
補
助
金
配
付
に
つ
い
て

 

町
老
連 

舘
山
新
一
会
長

  

交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
先
生 

委
嘱
さ
れ
る

人
身
事
故
発
生
・
コ
ロ
ナ
便
乗
詐
欺 

急
増

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
崎
駐
在
所
広
報
「
広
報
藤
咲
」
よ
り

項　　目 予算額 説　　明

補助金

1,830,260

町補助金 565160

高齢者生きがい
教室補助金

265,100

健老の集い
その他の補助金

1,000,000

寄付金 5,000

事業収入 727,000

総会会費　       135,000
ウォーキング　       10,000
トランプ大会 　    120,000
リーダー研修会   50,000
役員等研修会    100,000
ペタンク大会       32,000
県芸能発表会 　   20,000
会員増強費　　　   20,000
新年研修会　     120,000
中南都老連　　    120,000

分担金 246,000 41 単位クラブ数 × 6,000

雑収入 38,003
祝儀　　　                18,000
還付金　　　          20,000
預金利息　　　　          3

繰越金 261,680

合　 計 3,107,943

令和 2年度　予算　収　入　の　部

令和 2年度　予算　支　出　の　部
項　   目 予算額 説　　　　明
会 議 費 155,000 総会 155,000

事 務 費 90,000 事務手当 
事務用品 

60,000
30,000

交 際 費 30,000 各部会等祝儀 30,000

事 業 費 1,219,000

グランドゴルフ 
ウオーキング  
ペタンク大会 
会員増強   
交通防犯教室 
体力測定 
トランプ大会（2 回）  
県芸能発表会 
中南郡事業     
町芸能発表会   
健老の集い 
昔の遊び（三小学校） 
新年研修会

20,000
25,000
65,000
20,000

3,000
 6,000

160,000
40,000

120,000
30,000

550,000
30,000

150,000

研 修 費 250,000 役員・専門部会研修会   250,000

委 員 会

活 動 費
360,000

広報委員会   
若手委員会   
女性部  
白寿印刷用品

90,000
70,000

100,000
100,000

専門部会 469,000 助成金   
講師謝金

289,000
180,000

負 担 金 273,300
県老連 
中南郡老連  
協賛助金  

210,000
60,300

3,000
予 備 費 261,643

合　 計 3,107,943

令和２年度　　　月　別　行　事　計　画　

所場発多
国
道
７
号
繚

 20

五
所
川
原
黒
石
線

  

７

国
道
３
３
９
号
線

  

６

国
道
３
３
９
号
線 

バ
イ

パ
ス

  

６

市
町
村
道

  

６

帯間時発多
18
時   

～　

21
時

 

18

６ 

時　

～　

９
時

  

10

９
時    

～　

12
時

  

９

15
時     

～　

18
時
ス

  

９

◆
夕
方
～
夜
の
時
間
帯
が
多
い
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商　

店　

今
は
な
い
が
、
小
さ
い
こ
ろ
店
が
あ
っ
た
。
そ
こ
の
前

　
　
　
　

が
広
い
場
所
で
、
盆
踊
り
な
ど
を
や
っ
た
。

力　

石   

昔
、
休
み
の
時
、
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
、
力
石
が
何

　
　
　
　

個
も
あ
っ
た
の
で
、
春
か
ら
若
者
が
集
ま
っ
て
石
を
担

　
　
　
　

い
だ
も
の
だ
。

盆
踊
り　

盆
踊
り
は
、
ち
ょ
っ
と
広
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
い
た

　
　
　
　

る
所
で
や
っ
た
。

著
名
人　

久
井
名
舘
か
ら
北
海
道
の
網
走
に
行
き
、
床
屋
を
し
な

　
　
　
　

が
ら
マ
リ
モ
の
研
究
を
し
て
網
走
市
立
博
物
館
長
を
務

　
　
　
　

め
た
米
村
喜
男
衛
氏
が
い
た
。

服　

装　

子
供
達
は
着
物
を
着
て
い
た
。
下
は
〝
モ
モ
ヒ
キ
〟
は

　
　
　
　

い
で
凧
飛
ば
し
た
。
ず
っ
と
大
き
く
な
る
ま
で
ズ
ボ
ン

が
な
く
、
モ
モ
ヒ
キ
姿
で
遊
ん
だ
。
履
物
は
藁
靴
を
履
い
た
。
一

年
生
の
時
、
ゴ
ム
長
靴
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
が
足
に
合
っ
た
も
の

で
な
く
、
何
年
も
履
け
る
よ
う
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
三
年

位
履
い
た
と
思
う
。

食　

事　

野
菜
、
漬
物
、
イ
ワ
シ
は
藤
崎
か
ら
売
り
に
来
る
人
が

　
　
　
　

い
て
、 

安
か
っ
た
の
で
一
日
置
き
位
に
食
べ
た
。
マ
ス

な
ど
食
べ
た
が
４
～
５
日
お
き
位
で
あ
っ
た
。
冬
に
な
れ
ば
秋
に

干
し
て
お
い
た
大
根
の
葉
、
シ
グ
サ
汁
を
食
べ
た
。

住　

居　

元
は
、
礎
石
を
所
ど
こ
ろ
に
置
い
て
、
柱
立
て
で
建
て

　
　
　
　

た
家
も
あ
っ
た
し
、
土
間
に
藁
を
敷
い
て
い
る
家
も

あ
っ
た
。
流
し
は
外
に
大
き
な
溜
め
を
作
り
、
溜
め
に
水
が
落
ち

る
よ
う
に
し
て
、
溜
ま
っ
た
水
を
〝
こ
や
ま
〟
に
か
け
た
。
汲
ん

で
か
け
た
。
井
戸
は
各
家
に
ほ
と
ん
ど
あ
っ
た
。
区
画
整
理
に
よ

り
地
下
水
が
低
く
な
り
、
出
な
く
な
っ
た
所
も
あ
っ
た
。

正　

月　

正
月
は
、
青
森
に
魚
を
買
い
に
行
っ
た
。
魚
売
り
か
ら

　
　
　
　

買
う
の
は
高
い
の
で
、
汽
車
賃
か
け
て
も
損
し
な
か
っ

　
　
　
　

た
。
長
く
保
存
で
き
る
も
の
を
買
っ
た
。

結
婚
式　

結
婚
式
は
、
そ
こ
の
地
区
で
料
理
す
る
人
が
魚
買
っ
て

　
　
　
　

来
て
、
家
で
料
理
し
て
お
膳
を
つ
く
っ
た
。
女
の
人
達

が
大
勢
で
調
理
し
た
。
御
祝
儀
は
そ
の
頃
三
〇
〇
～
五
〇
〇
円
位

で
あ
っ
た
。
冬
は
ソ
リ
で
嫁
を
迎
え
に
行
っ
た
。

葬　

式　

香
典
は
五
〇
～
一
〇
〇
円
位
で
あ
っ
た
。

遊　

び　

タ
コ
上
げ
、
ず
ぐ
り
、
げ
ん
ぺ
い
兵
隊
ご
っ
こ
を
し
た
。

　
　
　
　

竹
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ゴ
ッ
コ
、
な
わ
飛
び
。
女
は
ア
ン
コ

（
お
は
じ
き
）、
ア
ヤ
コ
（
お
手
玉
）
な
ど
男
と
女
の
遊
び
が
違
う

の
で
別
々
に
遊
ん
で
い
た
。

出
来
事　

水
田
の
区
画
整
理
が
あ
っ
た
。
反
対
者
が
多
か
っ
た
の

　
　
　
　

で
、
よ
く
や
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。
反
対
者
は
区
画
整

理
を
や
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
外
部
に
も
運
動
し
に
歩
い
た
り
し
た
。

久
井
名
舘
は
長
期
に
わ
た
っ
た
反
対
運
動
が
続
い
た
為
、
よ
う
や

く
昭
和
54
年
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
。

戸　

数　

久
井
名
館
は
昔
か
ら
70
～
80
軒
で
あ
っ
た
。

川
の
改
修　

よ
く
十
川
が
氾
濫
し
、
改
修
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　

土
地
が
低
い
の
で
未
だ
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

改
修
工
事
で
６
人
位
亡
く
な
っ
た
。

橋
の
幅　

十
川
の
橋
が
狭
く
手
前
に
カ
ー
ブ
も
あ
り
１
回
に
上
が

　
　
　
　

れ
な
い
で
何
回
も
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
た
が
、
積
み
荷

の
木
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
馬
ご
と
落
ち
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

馬
も
人
も
ケ
ガ
は
な
か
っ
た
。

村
の
印
象　

村
外
か
ら
来
た
人
は
随
分
大
き
い
部
落
だ
と
言
っ
た
。

   　
　
　
　

一
本
道
の
長
い
部
落
だ
っ
た
。

水　

車　

お
宮
の
墓
地
の
所
に
水
車
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
精
米
を

　
　
　
　

し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
用
水
を
部
落
の
中
に
引
い
て
い

　
　
　
　

た
。

旗　

竿   

祭
り
の
と
き
旗
竿
を
建
て
た
が
、
高
さ
が
11
間
半
（
約

　
　
　
　

20
ｍ
）
も
あ
る
旗
竿
に
伝
わ
っ
て
登
っ
て
行
き
、
上
で

大だ
い

の
字
に
な
り

手
を
放
し
て
観

衆
を
び
っ
く
り

さ
せ
た
。
現
在

の
高
さ
は
９
間

半
（
約
17
ｍ
）

で
あ
る
。〝
も

つ
け
〟
と
言
わ

れ
た
若
い
者
で

あ
っ
た
。

※
現
在
の
消
防
出

初
め
式
の
「
は
し

ご
乗
り
」
の
様
な

も
の
か
？

粋
な
放
送　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

先
日
（
2
月
24
日
）
に 

N
H
K
で
粋
な
番
組
が
放
映
さ
れ
た
。

「
即
位
の
礼
の
晩
さ
ん
会
」
の
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
内
幕
で
あ
る
。
準
備
や
ら
食
材
や
ら
席
順
ま
た
食
事
内
容
、
そ

し
て
手
順
な
ど
な
ど
を
１
時
間
ほ
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
し
て
見

せ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
と
て
も
と
て
も
想
像
し
て
い
た
よ
り
興
味
深
く
面
白

く
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く 

70
分

の
食
事
時
間
に
6
品
だ
っ
た
か
の
料
理
を
出
し
、
そ
の
人
数
は 

八
〇
〇
人
ほ
ど
で
、
各
国
の
首
相
や
ら
大
使
や
ら
、
ま
た
王
族
や

皇
室
の
方
々
な
ど
多
士
済
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
々
に
70
分
内
に

粗
相
が
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
方
、
イ
ス
ラ

ム
食
の
方
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど
な
ど
多
く
の
方
々
に
対
応
す
る

様
々
な
内
容
の
食
事
で
あ
っ
た
。

総
料
理
長
を
ト
ッ
プ
に
し
て
か
な
り
時
間
を
か
け
て
、
各
分
野

の
ス
タ
ッ
フ
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
計
画
的
に
進
行
し

て
い
く
の
で
あ
る
。
皆
様
、
結
婚
式
や
葬
式
を
し
て
み
る
と
分
か

る
と
思
う
の
だ
が
、
必
ず
変
更
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
が
、
今

回
は
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
も
織
り
込
み
済
み
で
対
応
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
全
く
も
っ
て
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
す
る
内
容
で
あ

り
、
時
に
は
ホ
ッ
と
さ
せ
て
く
れ
る
番
組
で
あ
っ
た
。

見
終
っ
て
気
づ
い
た
の
で
あ
る
が
、
我
々
医
学
領
域
の
手
術
を

す
る
と
き
の
内
容
と
ダ
ブ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
歯
科
口
腔

外
科
に
お
い
て
も
そ
う
な
の
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
、

準
備
し
て
手
術
を
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
万
が
一
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
手
術
用
具
・
術
式
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
薬
品
等
々

担
当
が
も
れ
な
く
配
置
・
準
備
さ
れ
て
い
て
、
患
者
に
対
応
し
て

い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
思
っ
て
N
H
K
の
番
組
を
見
て
い
た
ら
、
つ
い

つ
い
引
き
込
ま
れ
て
、
晩
さ
ん
会
の
成
功
も
う
な
ず
け
て
見
た
も

の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
エ
ー
ル
を
贈
り

感
謝
‼
感
謝
‼

孫
の
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
畑　

新
谷　

喜
作

先
ご
ろ
５
歳
に
な
る
孫
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
。
少
し
温
度

が
高
い
の
で
、
孫
の
こ
と
を
考
え
て
水
を
入
れ
、
丁
度
よ
く
し
て

一
緒
に
入
浴
し
た
。

大
変
喜
ん
だ
孫
は
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
流
行
歌
の
「
エ
ー
湯
だ

な
ぁ
ー
ア
ハ
ハ
～
…
…
」
と
歌
い
だ
し
た
。
そ
の
調
子
に
合
わ
せ

て
私
も
「
エ
ー
湯
だ
な
ぁ
ー
ア
ハ
ハ
～
…
…
」
と
歌
い
だ
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
人
の
歌
は
止
ま
っ
た
。

孫
は
私
の
顔
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
そ

の
次
知
ら
な
い
の
? 

寿
理
（
孫
の
名
前
）
は
知
っ
て
る
よ
、歌
っ

て
あ
げ
よ
う
か
」「
う
ん
、
歌
っ
て
聞
か
せ
て
…
…
」
孫
は
大
き

な
声
で
間
違
い
な
く
上
手
に
歌
い
終
わ
っ
た
。「
上
手
だ
ね
ぇ

…
…
」
と
褒
め
て
あ
げ
る
と
、上
機
嫌
に
な
り
孫
は
い
き
な
り
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
…
…
！
」
と
か
ん
高
い
声
を
張
り
上
げ
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ハ
ゲ
頭
を
な
で
始
め
た
。
風
呂
場
は
二
人
だ
け

の
天
国
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

気
を
良
く
し
た
孫
は
、
私
を
相
当
尊
敬
し
た
様
子
に
見
え
た
。

さ
ら
に
孫
は
私
に
様
々
な
質
問
を
始
め
た
。
そ
の
質
問
は
あ
ま
り

に
も
難
し
く
、
答
え
る
頭
も
な
い
の
で
、
適
当
に
話
し
て
終
わ
っ

た
。
し
か
し
、
年
齢
に
似
合
は
ぬ
大
人
ぶ
り
の
質
問
を
始
め
た
の

に
は
驚
い
た
。

風
呂
場
の
時
計
は
午
後
５
時
30
分
、
入
浴
が
終
わ
っ
て
家
中
み

ん
な
で
夕
食
を
始
め
た
。
私
は
入
浴
中
の
孫
の
質
問
を
み
ん
な
に

あ
て
た
ら
、
パ
パ
は
３
問
を
正
確
に
答
え
を
出
し
て
く
れ
た
。

一
緒
に
入
浴
し
た
孫
は
大
声
で
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
嘘
を
つ
い

た
」
と
言
い
家
中
み
ん
な
笑
い
な
が
ら
騒
ぎ
出
し
た
。「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
年
寄
り
だ
か
ら
忘
れ
た
だ
け
…
…
⁉
」
と
、
私
は
笑
い

な
が
ら
自
分
の
部
屋
に
去
っ
た
。

思
い
出
し
て
心
残
り
も
な
い
が
、
自
分
が
幼
い
頃
こ
ん
な
難
し

い
言
葉
で
こ
ん
な
事
柄
を
思
い
出
し
て
覚
え
よ
う
と
す
る
才
能
が

あ
っ
た
筈
が
な
か
っ
た
と
思
ふ
…
…
。
別
に
気
に
も
し
な
い
が
、

昔
の
幼
児
か
ら
見
れ
ば
、
今
の
幼
児
は
皆
は
る
か
に
才
能
が
進
ん

で
い
る
の
は
事
実
な
こ
と
だ
。
孫
の
成
長
は
楽
し
み
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
育
ち
盛
り
の
子
の
親
は
、
道
徳
教
育
を
自
ら
実
行
し
、

子
供
に
訓
戒
し
恥
じ
な
い
社
会
人
と
し
て
、
育
て
上
げ
る
よ
う
祈

る
こ
の
頃
で
あ
る
。（
昭
和
58
年
１
月
）

※
旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
は
、
昭
和
57
年
度
の
58
年

2
月
24
日
に
第
１
号
が
発
刊
さ
れ
、
昭
和
63
年
度
の
平
成
元
年

3
月
の
第
７
号
ま
で
出
版
さ
れ
た
。

発
行
は
藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
藤
崎
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
編
集
・
印
刷
は
当
時
藤
崎
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

職
員
の
小
笠
原
睦
男
氏
で
あ
っ
た
。

小
笠
原
睦
男
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
全
７
号
の
提
供
を
受
け
、
今

回
か
ら
【
白
寿
】
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

巻
頭
言　
　
　

発
刊
に
寄
せ
て 　

　
　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長　

葛
西　

一
郎

　

四
月
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
西
豊
田
の
一
角
に
完
成
し
、

私
ど
も
老
人
の
活
動
の
歴
史
が
、
新
し
く
始
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

以
来
、
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
数
々
の
活
動
が
、
皆
さ

ん
の
手
で
次
々
と
生
ま
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
、
瞳
を
輝
か

せ
て
参
加
す
る
多
く
の
老
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
さ
し
く
私
ど
も
老
人
の
お
城
で
あ
り
、

活
動
の
殿
堂
で
す
。

　

藤
崎
で
も
、
い
ま
急
激
に
「
高
齢
化
社
会
」
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
自
分
の
人
生
を
ど
う
味
付
け
し

て
い
く
の
か
、
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
、
自
分
の
手
で
つ
か

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

久
し
く
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
の
「
文
集
」
は
、
私
た
ち
が

自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
合
い
、
語
り
合
い
、
求
め
合
う
大

切
な
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
努
力
で
長
く
長
く
続
け
ら
れ
る

よ
う
切
に
願
う
も
の
で
す
。

※
こ
れ
は
昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
四
日
、「
文
集
白
寿
」第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇

 

◇　

歯　

な　

し　

の　

話 　

　

◇

99

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
ア
ツ
子

手
づ
く
り
の
マ
ス
ク
の
柄
と
こ
ん
に
ち
は

鈴
木　

て
つ

何
時
か
行
っ
た
旅
の
栞
を
も
う
一
度

三
浦　
　

進

桜
散
る
あ
な
た
は
ま
だ
よ
咲
い
て
く
れ

石
動　

弘
一

朝
昼
晩
大
事
に
食
べ
て
生
き
て
ま
す

   
古
老
が
語
る

　

    　
「
物
知
り
の
記
録
」
⑿

   

大
字
久ぐ

い

な

だ

て

井
名
舘
地
区
古
老
12　

73
歳   

平
成
３
年
10
月
24
日
収
録

先
輩
に
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

第
一
号 

昭
和  

57  

年
度　

㈠　

昔の橋は木と土で出来ていた（算法地方大成）


